３.　施工要領
3.1　適用範囲　
本施工要領は、ＣＰ工法・ＴＣＰ工法における、引張定着筋・ＰＣリング他の施工　　　　および品質管理に適用する。

杭頭部以外の施工管理は、別に定める杭工事施工要領書等による。

3.2　杭施工確認事項

(1)　杭施工

本工法の適用杭種は、既製杭（PHC杭、SC杭、鋼管杭を含む）とする。

施工にあたっては、キャプリングパイル工法の機能を確保できるように設定された精度を確保するものとする。

1)杭の施工精度

杭頭偏芯の許容値は「建築工事監理指針」に準ずることとし、その値を超えるものは設計監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。

(2)　打設杭の確認

1)杭基礎施工報告書の確認と報告

本工法は、杭頭部の形状、位置、レベル差等杭頭部の施工状態を設計図書と確認の上、その誤差を明らかにする。また、杭頭部に施工時等において変更が生じた場合は設計者と協議の上杭頭部の杭性能を低下させないよう補強する。

3.3 ＰＣリングのセット施工

1) 前施工

　　　①杭頭の掘り出し（根切り工事）作業では杭に多大な力が働かないようにして行なう。杭頭掘り出し部の土等の付着は完全に除去する。

　

②杭頭位置精度検査

　　　・杭頭レベル　　許容値以内であることを確認する。

　　　　　　　　　　許容値以外・・・設計監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。

　　　・杭芯位置　　　許容値以内であることを確認する。

　　　　　　　　　　許容値以外・・・設計監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。

③敷砂利

　　・敷設レベル検査　　砂利の水平精度およびレベルの確保に努める。

2) PCリング設置手順　

PCリングの設置フローを図3-1および設置手順を図3-2に示す。
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�A杭内面の洗浄、洗浄水の除去


�B鉄筋カゴの組立て


�D中詰コンクリートの打設


�C鉄筋カゴのセット


鉄筋カゴの組立て時に、


寸法の確認も行う。




①杭頭部の土・スライム等の除去

②杭内面の洗浄、洗浄水の除去

③鉄筋カゴの組立て

⑤中詰コンクリートの打設

④鉄筋カゴのセット

鉄筋カゴの組立て時に、

寸法の確認も行う。
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※注　⑤のセメントペーストの挿入は、杭とＰＣリングの隙間のモルタル充填が十分でない場合のみ行う。セメントペーストはモルタルでも可とする。

図3-1　設置フロー
[image: image15.png]Lgmisear®

HROEEBTO

HROBMTYRO BYLLBEILD

JArEGAE®
(CEIE)

AR LAASBHUE FWLOASHRD TEUTO

PR
“a

_
|

EERGTices

—

[i51]
consnel

EUEEYHRBAUER

_

e




図3-2　PCリング設置手順

3.4 杭頭部配筋、中詰コンクリート打設の施工

注）引張定着筋がある場合のみ適用する。
1 杭頭部の土・スライム等の除去
　杭内部の所定の深さまで、土やスライム等を手掘りにて除去する。また、中詰深さを検尺にて測定し、管理値以内であることを確認する。

2 杭内面の洗浄、洗浄水の除去
　杭内面と中詰コンクリートが健全に接合できるように、杭内面に付着している土・スライムや脆弱なレイタンス等を除去する目的で洗浄を行う。洗浄は、ホースの先にノズルを有し、水圧のかかる高圧洗浄機を用いる。また、杭内に洗浄水が残っている場合は、ポンプを用いて洗浄水を除去する。

3 鉄筋カゴの組立て
　鉄筋カゴは、あらかじめ工場または現場で組み立てる。引張定着筋を円形スパイラル筋（D10-@100）にて拘束し、先端には必要に応じてコンクリート止め用の型枠を取り付ける。また、鉄筋カゴの寸法を測定し、管理値以内であることを確認する。

4 鉄筋カゴのセット
　ＰＣリングの設置前または設置後に鉄筋カゴをセットする。鉄筋カゴはかんざし筋にて支持する。鉄筋カゴをセットした位置が平面、上下ともに管理値以内であることを確認する。

5 中詰コンクリートの打設

中詰コンクリートを所定のレベルまで打設する。また、中詰コンクリート打設後は、天端レベルが管理値以内であることを確認する。
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図3-3　杭頭部配筋、中詰コンクリート打設の施工
3.5　施工管理基準

（1）ＰＣリングの施工精度管理

杭の天端レベルを含め、①～④について、ＰＣリング全数を測定し図3-4に示す許容値以内に納まっていることを確認する。

[image: image1.wmf]
＜　＞内は1100φ、1200φのときを示す

1 杭の天端レベル                   Ｈ　         ±５０

② 杭とＰＣリングのあき寸法         ΔＳ（１０）　±１０

③ 杭とＰＣリングの天端レベル差     ΔＨ（　８０）　＋０, －２０
＜（１１０）　＋０, －２０＞
　　

④ ＰＣリングと左右の天端レベル差   ΔＴ（０）　　±１０

図3-4　ＰＣリングの施工精度管理
(2)中詰コンクリート打設までの精度管理
以下に示す管理項目①～⑤について全数を測定し、それぞれが精度以内に納まっていることを確認する。
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[image: image18.emf]杭径 肉厚 埋込長 塗布長 塗布面積 塗布量

D Do L

p
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p
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(mm) (mm) (mm) (mm) (m
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) (㍑）

300 60 800 1100 0.62 1.24

350 60 800 1100 0.79 1.59

400 65 800 1100 0.93 1.87

450 70 800 1100 1.07 2.14

500 80 800 1100 1.17 2.35

600 90 800 1100 1.45 2.90

700 100 800 1100 1.73 3.46

800 110 800 1100 2.00 4.01

900 120 800 1100 2.28 4.56

1000 130 800 1100 2.56 5.11

1100 140 800 1100 2.83 5.67

1200 150 800 1100 3.11 6.22


項　目
記号
精度（㎜）

1 鉄筋先端のかぶり            
Ｌc
±50

② 鉄筋カゴ寸法　縦筋長さ
tＬ
±20
　　　　　　　　 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ外径
φs
±10
③ 鉄筋カゴあき寸法
td
±20

④ 鉄筋カゴ上下寸法
tL1　
±20

⑤ 中詰コンクリート打止めレベル
Δt
+0～20

　　　(杭天端レベルとの差)

図 3-5　中詰コンクリート打設までの精度管理
□管理項目

　　施工上の管理項目（①～⑤）を以下に示す。

1 中詰深さLpの確認
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図　3-6
2 鉄筋カゴの寸法（tＬ，φs）の確認（受入れ時）  
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図　3-7
3 [image: image21.jpg]


鉄筋カゴのあき寸法tdの確認（上面）

図　3-8
4 [image: image22.jpg]


鉄筋カゴの上下位置tL1の確認

図　3-9
5 中詰コンクリート打設天端レベルHNの確認
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図　3-10

3.6　杭頭内面処理要領
注）引張定着筋がある場合のみ適用する。
（1） 適用事項および目的

杭頭部に生じる引張力は、パイルキャップから引張定着筋を介して中詰コンクリートに伝達し、中詰コンクリートと杭内面のせん断抵抗力によって杭に伝達する機構となっている。従って、中詰コンクリート打設前に、杭内部の所定の深さまで土やスライム等を除去し、杭内面と中詰めコンクリートのせん断抵抗力を損なわないようにする必要があるが、杭内部が硬化したソイルセメント等で満たされている場合、これを除去しようとすると杭内面部を損傷させる恐れがある。

本杭頭内面処理要領は杭内面部の損傷防止を目的とし、ソイルセメント等の除去を容易にする方法を紹介するものである。
（2） 杭頭内部の処理手順

杭頭内部の処理手順は以下のように行なう。　　　　

　　　　杭頭部露出→杭頭内部土砂の除去→杭頭内部をジェット洗浄→杭頭内部の水抜き
（3） 対策方法の種類

対策方法は、清水を注入する方法、膨張剤を塗布する方法、または膨張剤を塗布し清水を注入する方法とする。なお、突出杭などの場合で杭中空部にソイルセメントが付着していなければ以下の対策を講じる必要はない。

1) 清水注入方法

杭中空部に清水を注入しセメントミルクの濃度を低下させることにより杭中空部の掘削を容易にする方法。

2) 膨張剤塗布方法

杭内面部に予め膨張剤（パイルロック）を塗布し、膨張剤の膨潤効果により杭内面部とソイルセメントの間に隙間を設けることによりはつり作業を容易にする方法。

3) 膨張剤塗布方法＋清水注入方法

膨張剤塗布方法と清水注入方法の両対策を合わせた方法。

（4） 対策方法選定の目安

対策方法の選定の目安として、地盤面からの杭頭深度による選定方法の一例を表3-1に示す。

表3-1　対策方法選定の目安

	地盤面からの杭頭深度
	対策方法

	　0.0～3.0m程度
	清水注入方法、または膨張剤塗布方法

	　3.0m以上
	膨張剤塗布方法＋清水注入方法


（5） 清水注入方法

杭中空部に清水を注入しセメントミルクの濃度を低下させることにより杭中空部の掘削を容易にする方法。

1）清水注入量の目安

杭設置完了後、杭頭部2m程度に清水を注入し杭中空部を洗浄する。注入量は杭の中空体積程度とする。杭径毎の清水注入量の一例を表3-2に示す。

表3-2　清水注入量

	杭径

D

（mm）
	内径

Do

(mm)
	清水注入量

Vｗ

(m3)

	300
	180
	0.05

	350
	230
	0.08

	400
	270
	0.11

	450
	310
	0.15

	500
	340
	0.18

	600
	420
	0.28

	700
	500
	0.39

	800
	580
	0.53

	900
	660
	0.68

	1000
	740
	0.86

	1100
	820
	1.06

	1200
	900
	1.27


　　2）清水注入装置


図3-11　清水注入装置（例）

3) 清水注入工程

図3-12　清水注入工程（例）
（6） 膨張剤塗布方法

杭内面部に予め膨張剤（パイルロック）を塗布し、膨張剤の膨潤効果により杭内面部とソイルセメントの間に隙間を設けることによりはつり作業を容易にする方法。

1）塗布手順
　　　　　　杭頭内面清掃　　　　　　　　-----　ゴミ等の除去




↓

　　　　　　杭頭内面に膨張剤を塗布　　　-----　塗布作業場の換気に注意（写真－1）



↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （写真－2）
　　　　　　杭頭部養生　　　　　　　　　-----　雨水が入らないようシート等で養生する




↓

　　　　　　乾　　　燥　　　　　　　　　-----　風通し、雨水がかからないように注意




↓　　　　　　　　　　　（一日程度）
　　　　　　養生を取り杭施工　　　　　　-----　清水を注入する、しないの何れかの方法

　


↓　　　　　　　　　　 であるか確認する


　　膨張剤の除去　　　　　　　　-----　ケレン棒等で膨張剤を剥がし取る。




↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （写真－3）

　　杭内面の洗浄・洗浄水の除去　-----　ウォータージェット等で洗浄し膨張剤を

　


　　　　　　　　　　　除去する。　　　　　　 （写真－4）
　　2）膨張剤塗布量

杭内面部に塗布する膨張剤の塗布長さは、中詰めコンクリート埋め込み長さ+300を標準とし、塗布量は2ℓ /㎡を標準とする。

図3-13　膨張剤塗布長さ

表3-3　膨張剤（パイルロック）塗布量の目安

　　　(埋込長を800mmとした場合の塗布量の一例)



　写真－1　膨張剤塗布状況


写真－2　膨張剤塗布状況


写真－3　膨張剤の除去

　　　　　　　　写真－4　洗浄水の除去
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③杭周囲にモルタルの設置





④ＰＣリングの設置





⑤セメントペーストの挿入





①敷砂利





⑥捨てコンクリートの打設
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